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る試験研究が望まれる。

鉱石はいわゆ）る白に近いもので，丹波方面の赤白に比

し若干の欠点が予想されるが，圏合その他の使用法の敢

良により，使いこなせるものと考える。

，地質精査・精密試料採集および鉱石試験の実現が望ま

しいo

　　　　　　　（昭和24年7～8月調査）
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丹波地区炉，材珪石調査報告
各論その・6　若狭珪石

安　齋　俊　男菅
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Compound．Fire　Briむk　Silica。Stone　Depo・

　　sits・fTaηbaArea，Part、6一一

　　　Deposit　of　WakasalMine

　　by
Toshio　Ansai

　The　brick　si1血aもtone　deposits　of　Wa－

kasa　Mi尊e　are　the　largest　in　Japan・1n

this　report，　the　brief　descriptions　of　the

geology，ore　reserves，mining　operations

an（i　future　outlook孕re　given。

若挾珪石は本邦最大の炉材珪石鉱山で，丹波地区の鉱

床と共にわが国の主要産地をなしている。本所において

も昭和19年調査を行つたが，資料を焼失し，．今回同鉱山

を親察する機会をえたので，こ瓦に概略を記する。

　　　　　1．位置交通
　　　　サントウ　　　　　　　　　　　アワ

幅井県三方郡山東村山上にあり，小浜線栗野駅と河原

市駅の中聞に鉱山專用引込線および鉱石積込場を有す

る。鉱床は積込場南方の御嶽山（海抜549m）頂上附近に

あり索道1kmを通じている0

　　　2・坤質および鉱床（第1図参照）

地質は秩父古生層に属するチャート・輝線凝友岩（ま

だは輝緑岩）・石友岩およびこれらを貫く爾雲母花嵐岩

・石英斑岩よわなる。

輝線凝友岩は，鉱床周辺の広い地域をしめ，晴緑色緻

密質ぞ走向傾斜は不明である。

チャートは輝線凝友岩中に取込まれたレンズ朕をなし

て存在し，、また常に鉱床の上盤一（本地域ぞは北側）一を

なして存在する。いわゆる千枚瓶チャートで1cm～4cm

のチャート暦が粘板岩質の薄暦をはさんぞ板状を呈し，

＊鑛床部

著しい小摺曲を示している。鉱床上盤をなすものは常に

赤色を呈するが，その他の部分では1部友線色を呈する。

一礫的走向としては本鉱体上盤をなすものは∋N50。W・

その他のものはEW乃至N60。Eで傾斜はいづれも500
　

～60。Nと見られる。

　石友岩は輝線凝友岩中に小レンズ獣をなして鉱床西方

の廓生附近に存在する。白色結晶質ぞある。

　爾雲母花闘岩は鉱床西方，西北方一ヂ幣に発達する。中、

粒で白雲母が著しい。

　石英斑岩は鉱床め西方にこれとほザ耶行して輝緑凝荻

岩を貫いているo

　鉱床は上盤を赤色チャート，下盤を輝線凝荻岩とする

添白および青白珪石鉱床ゼ，本鉱体・新庄鉱床・佐柿鉱

床・太田鉱床等よりなる。本鉱体・新庄・佐柿鉱床はレ

ンズ状に膨縮または断続する一連の鉱床と推定され，走

向N50。W，傾斜50。NEで総延長1．7kmにおよぶ。中

央の本鉱体は御嶽山の東北傾斜面に大規模な露頭、をな

し，．その延畏600m，最大厚さ30m，確認される傑ざ70m

におよぶ巨大なレンズ状鉱床で，その上方は轡曲して水

李となわ御嶽山の西側斜面および1部ほ尾根上に露出し

ている。上盤との境は凹凸が著しく，また鉱体を切る断

窟が多数認められるのぞ，鉱体の形の大勢を支配するも
1
の
は 摺曲，膨縮または断暦のいづれかぞあわ，あるいは

これ等の組合わせによるものと推定ざれる（第2図）。“

　新庄鉱床峠本鉱体の東南鍾先にあたり，断層により北

側にずれている6総延長350m，最大厚さ20mぞ同檬，

膨縮あるいは断続する。

　佐柿鉱床は本鉱体の西北鑓先にある比較的小ざい鉱床

で本鉱体との中聞500mの聞には点々と珪石露頭が見ら

れるが，表土深くその蓮続性，母岩との関係等が確認ざ

紅ていないo

　太田鉱床は新庄鉱床の北方にこれと李行するや』不規

貝脇なレンズ男犬小鉱床てfあるo　　　　　　　　　　　　・

　　　　　3．鉱　　　石
36一（36）
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第1図　若狭炉材i珪石鑛山地形および地質図ならびに推定断面概念図（安聾1944）

　青白・赤白珪石の混つたもので，全体としては鉱体の

東南部は白色部多くて多少風化を受け，北西部は赤色部

が彊く，共にや玉低品位ゼ，主鉱体中央部において最も

良質の赤白，青白珪右が発達する。

　丹波方面の代表的鉱石に比しや』白色部に富む。Sio2

98％を越え，S．K，34＋，1級品として出荷される。

　未開発のi新庄・偉柿・．太田の諸鉱床の鉱石は・いづれ

も本鉱体に比し，や玉劣るものと見られる。

　　　　　　　　4．鉱　　　　量

　本鉱体のみの鉱量は

確定1「×106，推定1．5×104t，

　予想4×106t
　　　　計約　650万tと算気…されるo

　　　　　　　』5．採鉱　選鉱

　探鉱は露天・機械採掘ゼ，主鉱体において400mレ閥

ルに7箇所の切弱が昂り切羽面g最大のもの嫉高さ70m

に達する。石目を利用して発破により数百t～数千もの

大塊を落し切弱においてこれを小割らし，そσ？燦若干手

選鉱を行う。

　　　　　　　　6．現『況その他

　本鉱山は昭和7年加賀山信二氏の開発にか』り，10年

三井鉱山K．K：．（現在神岡鉱業K．K．）と共同経営とな
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第2図　若狡i珪石鍵床形態の都分概念手面図（安齊1944）

り若狭珪石組含を組織し今日におよんでいる。操業開始

以來の総出鉱量は約50万tである。

現在

　労務者約150名
　月産李均3，000t（冬季4ヵ月休

　　　　業）
　仕向先の主なるものは

　八幡製鉄，冨士製鉄，品川白煉

　瓦，黒崎窯業，日本鋼管の諸会

　吐である。

　設備として

　75HPコンプレツサー　2基

　墾岩機8台

　索道1km20蜘
　積込場貯鉱槽，工員合宿等があ

　る0
　　7．結　　言

’本鉱床は本邦赤青白珪石鉱床中最も

大規模なもので，その品位の良好なこ

とと共に他に比を見ないものである。

しかも現在まで御嶽山北東側の露頭部

を開発したに過ぎず，主鉱体の上方轡

曲部・下部・新庄・佐柿・太田方面の露頭

はほとんど未着手のま箋で，鉱床の全

貌はまだ露われず將來性も極めて大き

なものであるる丹波方面の各錺床が次

第に採掘困難となりっ』麦，る今日，本

鉱山の存在は極めて重要ぞあるが，今

後さらに大量の出鉱を要求される場合

．には次の諸点が必要ゼある。

　1．索道の増設および積込場の増設

　2．本鉱体上部の大規模な剥土

3．本鉱体下部のタテ入坑の開設および坑内探掘（冬

　季作業のため）

　　　　　　　　（昭和24年7月調査）

553．661．2；550．8　（524）；622．1

北海道渡島国上ノ国零寸硫化、鉄鑛床調査報告

齋　藤　正　雄鷺

　　　　　　R6＄um6？
Py・rite　Deposits　in　Ka〕mino輩uni－Mura，Hi－

　　　yam皐一Gun，Hokkaiaδ。

　　　　　　　by
　　　　　Masao　sait6
　Geological　featur（ミs　in　these　region　are

＊北海道支所『

constituted　of　Palaeozoic　sediments　intrude（i

by　t血e　stock　ranging　from　diorite　to（1uartz・

diorite，and．Neogene　Tertiary　sediments．

PaIaeozoic＄ediments　consist　of　slate，horn－

fels，schaistein，meta♪diabase，shale，（1uartz・

ite，　chert，　Iimestone　in　part　skarnized，

conglomerate，sandstone　etc．and　Neogene
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